
主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備考 中間評価と改善策

① 基本的生活習慣の確立を図るため、定
期的にノーチャイムデーを設け、自ら
時間を意識した行動をとれるよう指導
する。

生徒支援課
各学年

時間を守る意識の高い生徒が増えている一方、時
間を守るにあたり、教員の呼びかけや、授業開始
1分前の予鈴を頼りにしている生徒もいる。

【成果指標】(生徒)
生徒が時間を意識し
た行動をとることが
できる。

（生徒）時間を意識した行動をとることができる生
徒の割合が
　Ａ：９０％未満
　Ｂ：８０％未満
　Ｃ：７０％未満
  Ｄ：６０％以上

Ｃ、Ｄの場合、指導方
法を再検討する。

７月と１２月に学
校評価（生徒）で
調査する。

（生徒）評価Ａ　９８．３％
・７月に取り組んだ授業開始１分前の予鈴をなくす試
み「ノーチャイムデー」を充実させる。生徒が主体的
に時間を守ろうとする意欲をさらに高めていけるよう
生徒会中心に他の取組についても検討する。

② 定期的に「おは活」（朝のあいさつ運
動）を実施し、生徒同士で自発的にあ
いさつできるようにする。

生徒支援課
各学年
各部活動

教師から働きかけることにより生徒の挨拶への意
識は高まっている。しかし、自ら進んで挨拶をし
ようと意識している生徒の割合はまだ高いとは言
い難い。

【成果指標】(生徒)
生徒が自ら進んで挨
拶ができる。

（生徒）自ら進んで挨拶できる生徒の割合が
　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８５％以上
  Ｃ：８０％以上
  Ｄ：８０％未満

Ｃ、Ｄの場合、改善策
を検討する。

７月と１２月に学
校評価（生徒）で
調査する。

（生徒）評価Ｂ　８５．０％（参考：保護者71.9%）
・ＰＴＡと合同で取り組んだあいさつ運動のみなら
ず、生徒が主体となって取り組む「おは活」を２学期
以降取り入れる。また、「おはよう」以外の挨拶につ
いても具体的な取り組みを検討する。

③ いじめ防止に関する講話や教員対象の
研修会などにより、生徒・教員ともに
いじめに関する意識を高め、いじめの
起こらない雰囲気をつくる。

生徒支援課
保健相談課
各学年

「いじめはどこにでもある」という認識のもと、
実態の把握に努め、個々の事案について、組織的
かつ迅速に対応している。小さな変化を見逃さず
情報共有を行う体制を維持する必要がある。

【努力指標】(教員)
いじめを見逃さない
学校づくりに組織的
に取り組んでいる。

（教員）本校の「いじめ防止基本方針」に基づい
て、いじめやネットトラブルの未然防止に学校全体
で組織的に取り組んでいると回答する教職員の割合
が
　Ａ：１００％
　Ｂ：　９０％以上
　Ｃ：　８０％以上
　Ｄ：　８０％未満

Ｃ、Ｄの場合、改善策
を検討する。

７月と１２月に学
校評価（教員）で
調査する。

（教員）評価Ｂ　９６．０％
・全教職員が、どんな些細なことでもいじめにつなが
る可能性があるという認識のもと、初期段階から見逃
さず、生徒の観察、状況の把握、情報共有を徹底して
いく。また、いじめを未然に防ぐ意味においても、平
時から家庭との連絡連携を密にする。

④ 学校生活の中で、環境保全に対する生
徒の意識を高め、実践する。

保健相談課
生徒課
各学年

ゴミの分別については改善傾向にあるが、引き続
き掃除の時間に美化委員の生徒がゴミ分別チェッ
クを行う。また、消灯に関しては、誰もいない教
室の消灯がなされていないことがあった。

【成果指標】(生徒)
ゴミの分別、教室や
トイレの消灯が正し
くなされている。

（生徒）ゴミの分別、教室やトイレの消灯、校内の
環境保全活動に積極的に取り組んでいる生徒の割合
が
　Ａ：９５％以上
　Ｂ：８５％以上
  Ｃ：８０％以上
  Ｄ：８０％未満

Ｃ、Ｄの場合、改善策
を検討する。

７月と１２月に学
校評価（生徒）で
調査する。

（生徒）評価Ｂ　９３．０％
・ゴミの分別、教室やトイレの消灯など、教職員が声
をかけなくても取り組むことができる生徒は多い。今
後は、生徒がゴミの分別の必要性を理解した上で、自
主的に行動できるような方法を検討していく必要があ
る。

２ 生徒が学習意欲を高め
主体的に学ぶ方法を見
つけられるよう、教職
員は様々なＩＣＴ機器
を活用した評価の研究
をすることにより指導
方法の改善を進める。

① 各授業において、ＩＣＴ機器を効果的
に活用した評価の研究を進めるととも
に、評価方法の具体事例を教科間でも
共有していく。

教務課
各学年
各教科

研修をとおしてＩＣＴ活用力が上がり、ほとんど
の教職員が授業で積極的に活用している。今後は
ＩＣＴ機器を活用した評価の研究を進め、情報の
共有を図っていく必要がある。

【努力指標】(教員)
教員は生徒の思考が
深まるよう、ＩＣＴ
機器を活用した評価
の研究を進めてい
る。

（教員）ＩＣＴ機器を効果的に活用した評価の研究
を進めることに努めたと回答している教員の割合が
　Ａ：８０％以上
　Ｂ：６０％以上
　Ｃ：５０％以上
　Ｄ：５０％未満

Ｃ、Ｄの場合、ＩＣＴ
機器の活用方法に関す
る研修体制を再検討す
る。

７月と１２月に授
業評価（教員）で
調査する。

（教員）評価Ａ　８８．０％
・ＩＣＴ機器を効果的に活用した授業を行っている教
員は多い。今後は、生徒の学習評価等にも積極的に活
用していけるよう、教科内、教科間での実践例などの
情報共有を行っていきたい。

② 学習時間調査や面談を活かし、生徒が
見通しを持って家庭学習に取り組む態
度を育て、学習習慣の定着を図る。

教務課
各学年
各教科

家庭学習状況を担任が把握し、学習内容の偏りや
時間不足の生徒に対し、速やかに面談を行い、助
言や支援を行っている。家庭学習を前提とした授
業展開の工夫を進め、生徒の主体的な学習習慣の
定着に向けた取組を継続する。

【成果指標】(生徒)
生徒が、１日平均２
時間以上家庭で学習
している。

（生徒）１日平均２時間以上、家庭で学習している
生徒の割合が
  Ａ：７０％以上
  Ｂ：６０％以上
  Ｃ：５０％以上
  Ｄ：５０％未満

学年別に評価し、Ｃ、
Ｄの場合、学習指導の
あり方を再検討する。

年５回、定期考査
開始日２週間前～
定期考査終了日前
日までの家庭学習
時間調査を実施。

（生徒）評価Ｄ　４１．７％(昨年度38.3%)
・定期考査２週間前から定期考査終了までの家庭学習
時間が平均２時間以上であると回答した生徒の割合
は、１年37.9％、２年42.1％、３年45.1％であった。
昨年の同時期の調査結果より3.4％増加した。これは
約30名の取り組みが増えたことになる。今後さらに授
業以外の学習時間の充実を図るため、生徒がその必要
性について具体的に考え理解し、計画を立てられるよ
うな取り組みを行う。

生徒が充分な情報の中
から自分で考え選択し
進路決定ができるよ
う、教職員はキャリア
教育の充実に努める。

① ホーム担任等は面談を丁寧に行い、生
徒が将来を見据えて進路目標を設定で
きるようにする。

進路指導課
各学年

こまめな面談で生徒との良好な関係を築くことが
できているが、生徒一人ひとりの適性や能力をふ
まえ、適切な目標設定と将来の進路についてより
深く考えるための情報を効果的に提供する必要が
ある。

【成果指標】(生徒)
個人面談や進路ガイ
ダンスにより、生徒
が進路先を検討・比
較する情報が提供で
きている。

（生徒）担任との個人面談や進路ガイダンスによ
り、進路先について自分で比較し選択するための情
報を得ることができた生徒の割合が
　Ａ：９５％以上
　Ｂ：８０％以上
　Ｃ：７０％以上
  Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、面談内
容や時期、および面談
回数等、生徒への情報
提供のあり方や意識づ
け方法を再検討する。

７月と１２月に学
校評価（生徒）で
調査する。

（生徒）評価Ｂ　８７％
・面談等で情報を得るだけでなく、進路先について自
分で比較したり選択するための情報を得ることができ
たとする生徒の割合は、全学年において高くなってい
る。特に、３年生では「よく当てはまる」と答えた生
徒が40％おり、進路を自分で決定するため真剣に考え
ていることがわかる。２学期以降の面談等では情報提
供の充実を更に意識して行う。

② 生徒の進路志望決定に向けて、全教職
員で取り組む体制を整える。

進路指導課
各学年

総合的な探究の時間や伏見プラス等、生徒の進路
決定に向けた取り組みを行っている。

【成果指標】(生徒３
年生)
総合的な探究の時間
や伏見プラスの取り
組みにより、第１志
望決定が適切にでき
ている。

（生徒３年のみ）
総合的な探究の時間をはじめ、伏見プラス等学校の
取り組みが、第１志望の決定に役立ったとする生徒
の割合が
　Ａ：８０％以上
　Ｂ：７０％以上
　Ｃ：６０％以上
  Ｄ：６０％未満

Ｃ、Ｄの場合、面談内
容や時期、および面談
回数等、生徒への情報
提供のあり方や意識づ
け方法を検討する。

７月と１２月に学
校評価（生徒）で
調査する。

（生徒３年生）評価Ａ　８３．３％
・総合的な探究の時間をはじめ、伏見プラスでの進路
講演会、看護セミナーで行っている志望理由書作成や
面接指導等において、生徒からは一定の評価を得られ
ている。今後は生徒にとってより良い進路選択を自身
でできるよう、総合的な探究の時間の充実を図り、自
己理解や興味関心を文字化するなど、具体的に考える
機会を提供したい。

③ 生徒と保護者に対し、進路選択に役立
つ説明会を適時適切に実施する。ま
た、進路志望実現のために必要な学習
環境を提供する。

進路指導課
各学年

県内大学等を目指す生徒が多い。志望実現に向け
た具体的な目標を提示し、生徒が努力を続けるた
めの意欲を学力面でもサポートしている。

【成果指標】(生徒３
年生)
生徒が第１志望の進
路先に合格すること
ができる。

（生徒３年のみ）（年度末進路結果）
志望する上級学校に合格した生徒の割合が
　Ａ：８０％以上
　Ｂ：７０％以上
　Ｃ：６０％以上
　Ｄ：６０％未満

Ｃ、Ｄの場合、面談内
容や時期、および面談
回数等、生徒への情報
提供のあり方や意識づ
け方法を検討する。

９月の進路志望調
査と年度末の進路
結果で調査する。

９月の進路志望調査と年度末の進路結果で調査するた
め、現段階は評価未定。年度末に生徒の志望がかなう
よう各方面と連携し、目標達成を目指す。

令和6年度　学校評価計画書（中間評価と改善策） 石川県立金沢伏見高等学校

重点目標 具体的取組

１ 生徒があらゆる場で誠
実さ・聡明さ・品位・
心の豊かさを追求でき
るよう、教職員は安全
で規律ある教育環境を
整える。

３
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令和6年度　学校評価計画書（中間評価と改善策） 石川県立金沢伏見高等学校

重点目標 具体的取組

【成果指標】(生徒)
部活動に登録した生
徒の割合が増加して
いる。

（生徒）部活動に登録した生徒の延べ人数が全生徒
の
　Ａ：８５％以上
　Ｂ：８０％以上
  Ｃ：７５％以上
  Ｄ：７５％未満

Ｃ、Ｄの場合、各部活
動の活動内容・記録等
を周知するとともに高
校生活を通して部活動
を続ける意義を実感さ
せる取組を再検討す
る。

５月と１０月に部
加入率の調査を実
施する（３年生は
５月のみ）。

（生徒）評価Ｄ　７１．２％
・部活動に熱心に取り組んでいる生徒のメッセージ
や、卒業生の部活動での貴重な思い出話を聞く機会を
全生徒に提供し、部活動に興味関心が高まるような取
り組みを図っていきたい。
・ホームページの部活動情報を入賞報告だけでなく、
普段の活動の様子も掲載するなど、こまめに更新す
る。

【満足度指標】(生
徒)
生徒が、部活動は学
校生活を活力あるも
のにしていると考え
ている。

（生徒）部活動が学校生活を活力あるものにしてい
ると考えている生徒の割合が加入者の
　Ａ：８０％以上
　Ｂ：７５％以上
  Ｃ：７０％以上
  Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、各部活
動の活動時間や内容等
を検討する。

７月と１２月に学
校評価（生徒）で
調査する。

（生徒）評価Ｂ　７９．３％
・活力あると感じている生徒の経験談や卒業生の話な
どを伝えたり、他の部と合同で活動する場を設定する
など、更なる部活動の活性化を図っていきたい。

② ボランティア活動後の振り返りを充実
させ、自己の成長を実感させること
で、ボランティア活動に積極的に参加
する意識を一層高める。

生徒支援課
各学年
各部活動

伏見川清掃や地元町会と雪かきボランティア協定
を締結するなど、地域から信頼される学校づくり
の一環としてボランティア活動への参加を促して
いる。

【成果指標】(生徒)
生徒が、ボランティ
ア活動は学校生活の
充実や自己の成長に
つながると考えてい
る。

（生徒）ボランティア活動が学校生活の充実や自己
の成長につながると回答する生徒が参加生徒の
　Ａ：８０％以上
　Ｂ：７５％以上
  Ｃ：７０％以上
  Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、活動計
画の周知を徹底すると
ともに、活動の意義を
実感させる取組を再検
討する。

７月と１２月に学
校評価（生徒）で
調査する。

（生徒）評価Ａ　８５．４％
・ボランティア活動に参加した生徒の体験談を他の生
徒も聞ける機会を提供し、ボランティアに対する興味
関心がさらに向上するよう取り組んでいきたい。ま
た、地域の方々を学校行事に招待したり、地域の清掃
や雪かきなどの活動を行い、さらに地域の方と触れ合
う機会を増やしていきたい。

５ 教職員一人ひとりが１
～４の実現に向けて、
より効率的かつ効果的
な業務遂行を図るとと
もに、組織的な業務改
善策が見いだせるよう
努める。

① 効率的、効果的な業務遂行に向け、職
員が自身の担当業務だけでなく、課・
学年を越えて協力し合うことを心がけ
る。また、行事等の実施時期や内容に
ついて全職員に周知する。

教頭
各課
学年主任

多くの職員が依頼があれば協力しあえる職場環境
となっている。情報共有を進め、教員一人ひとり
が、全体像を把握しアイデアや力を出し合うこと
で、より効果的な業務改善と教育活動の充実に努
める必要がある。

【努力指標】(教員)
教員は効果的な業務
遂行に向け日々改善
に努めている。

（教員）効果的な業務改善に努めている、概ね努め
ていると回答する教員の割合が
  Ａ：８０％以上
  Ｂ：７０％以上
  Ｃ：６０％以上
  Ｄ：６０％未満

Ｃ、Ｄの場合、次年度
の取組を再検討する。

７月と１２月に学
校評価（教員）で
調査する。

（教員）評価Ａ　９４％
・管理職・各課・各学年間で情報を共有しながら円滑
に業務が遂行されている。

６ 教職員は、担当する教
育活動の成果等につい
て、学校ＨＰや印刷物
等を活用して保護者や
地域に対し迅速かつわ
かりやすく発信する。

① 本校ホームページをより閲覧しやすい
ように工夫し、保護者や地域、中学生
とその保護者等への情報提供を一層充
実させる。緊急連絡は、一斉配信メー
ルに加えてホームページでも発信す
る。

副校長
各課
学年主任

日々の学校生活や行事、部活動などの様子が保護
者に分かりやすいよう、学年通信の掲載内容を工
夫した。さらに、配信メールで掲載を案内したこ
とや、ホームページ上の写真の掲載方法を工夫し
たことでアクセス数が伸び、保護者からも高評価
を得ている。

【満足度指標】(保護
者)
保護者が本校の教育
活動全般を理解し、
満足している。

（保護者）本校の教育活動を理解し、「大いに満足
している」、「満足している」と回答する保護者の
割合が
  Ａ　９０％以上
  Ｂ　８５％以上９０％未満
  Ｃ　８０％以上８５％未満
  Ｄ　８０％未満

Ｃ、Ｄの場合、提供す
る情報の内容やタイミ
ング等について再検討
する。

４月から７月と、
８月から１２月の
集計で評価する。

（保護者）評価Ｄ　７９．４％
・「わが子を金沢伏見高校に入学させて良かったと思
う」と回答した保護者の割合は８割に達しなかった。
これは、現時点で「わからない」と回答した保護者が
12.3％いることが原因ではないかと考える。「金沢伏
見高校に入学してよかったと思う」と回答した生徒の
割合は85.4％あることから、保護者に対する配信メー
ルやホームページの更新、様々なお知らせ等、本校の
教育活動についての情報発信をより効果的に行なって
いくことが必要である。

「部活動が学校生活を活力あるものにしている」
と認識している生徒が多く、生徒は部活動を通し
て学校生活の充実を図っている。一方で、学年が
進むに連れて加入率が下がる傾向があり、３年間
継続して活動できるよう、活動内容の工夫や環境
づくりに取り組む必要がある。また、教師の時間
外勤務の削減を念頭に、短時間で効率的な活動に
よる生徒の満足度の向上を目指している。

４ 教職員は生徒が生徒会
活動・部活動・学校内
外の行事・体験活動を
とおして自己肯定感を
高めることができるよ
う支援する。

① 部活動は人間力の向上につながること
をガイダンス等を通して生徒に考えさ
せることにより、加入率を高める。

生徒支援課
各学年
各部活動


